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極超音速飛行体の気流制御方法として，新たに期待されている Plasma Synthetic Jet Actuator(PSJA)にインテークを
付加した模型を製作し，極超音速気流中（東大柏極超音速風洞，マッハ７を利用）にて作動させることで基礎特性

を把握した．製作した模型は図 1に示す通り，平板上の模型にステップを取り付け，キャビティ前方を開けるもの
と開けていないものを用意し，それぞれ気流中で放電実験を行った．実験の結果，衝撃波変動時間はインテークが

ないものに比べ，約 65倍程度長くなることが確認された．また図 2に示すように，衝撃波の変動量 Δdもインテー
クがないものに比べ，約 2倍程度大きくなることが明らかとなった． 

 

 
 

図 1	 PSJAにおけるインテーク有無の概略図 図 2	 インテークあり PSJAの気流可視化結果 
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